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－－マ

｢阿蘭陀通詞」の語学学習について（上）
－ 洋 学 教 育 史 研 究のために－

OnLeamingofWestemLanguagesby‘‘Orandatsuzi

-JapaneseO飯ciallnterpretersofWestem

LanguagesintheTokugawaPeriod'，（１）

一序章

幕末近く西洋学術の研究を指して,｢洋学」なる語が使

用されるようになった。これは，それ以前,「阿闘陀の学

問をすること｣(総諏撰撫J，捌顕)という意味で
使用された「蘭学｣('）の歴史的発展過程において，蘭語

から諸多(仏・英・魯など)の語学研究が派生し，それに

伴って蘭学者の研究範朋も拡大し，従って「洋学」なる

用語が｢西洋学術の研究」を意味する，より適切な言葉だ

と考えられるようになったからである｡(野瀞5叫常錨）
従って，本来｢洋学」とは，「西洋学術の研究」を意味す

るものであり，特殊的に狭義に解すれば，幕末期のもの

を指し，広義に解すれば,所謂南蛮学・蘭学をも含めた，

西洋人との接触以来の西洋文化・学術研究を意味するこ

とになる。

洋学研究という場合，一般に広義に使用され，従来，

学術史あるいは科学史として研究されてきた。近来は，

｢棚学及び国学に対する洋学，……仏教や神道に対する」

(聯謹J簾雛裂.『#)洋学としての歴史的存在とい
う視角から，その歴史的意義を求める研究もなされるよ

うになってきている。

本研究では，このような歴史的存在としての認識を根

底に意識しつつ，しかもこれを，教育史的関心において

とりあげたいと考えているわけであるが,さしあたって，

教育史的関心ということを，「教育価値としての洋学と

いう認識｣偏潟維謹職ろ)の成長と｢洋学の学習・
教授の方法」の発展という観点からふるということ，と

して考えて象ようと思う。大きく，洋学教育史研究とい
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うことで目下意識していることは，このようなことであ

る。

このような観点から承るとき，確かに『解体新書』の

訳業(2)(珊蝋3簿)は,一つの顕著な時期を劃する事
業であったように思われる。この事業は，上述の設定か

ら承る「洋学教育」の発展過程において，一時期を劃し

たものであったといえよう。しかしながら，また，然る

が故に，この事業の達成にあたって，それ以前のロ本に

おける，ほとんど唯一の西洋語理解者として重要な役割

を果した「阿蘭陀通詞」の研究が，教育史的関心の上で

なされなければならない。従って当面,本研究の関心は，

上記訳業以前の「阿蘭陀通詞」にある。

上述の意図からする洋学教育史において，これを考え

るために，まづ，西洋学術移入の最初の契機たる日欧通

交の歴史を概略考察し，そのもたらした南蛮文化と「阿

蘭陀通詞」の関連を承る必要があろう。

以下，本章においては，その略述を試承る。

抑々 日欧通交の股初の契機は,1543(天文12)年,ポルト

ガル船の種子島漂諦とされている(蛎丁狽葡)｡これを
機に，所謂南蛮人との南蛮貿易の道が開かれ，同時に南

蛮文化の移入が開始された(3)。これを機に移入された西

洋学術は，歴史上の名辞として，さきにもちょっと触れ

たが，南蛮学(蛮学，蕃学)，和蘭学(蘭学)，西洋学(洋

学),泰西学(西学)(餅§里鍵陶)などの名称で呼ばれる
展開を示す。

葡船漂着に端を発した南蛮貿易は，１５４９(天文18)年，

キリスト教布教の為，耶蘇会士フランシスコ・ザビエル

(FranciscoXavier）が鹿児島へ来着して後の頃から，

’
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次第に活発となり(Wil2溌罵｢襟鍵縦鴛蝿呼)，
また特に，宣教師を通じての西洋学術の移入も活発化す

る(澱J謝窺需遜上)｡しかしながら,南蛮貿易は，
キリスト教布教との一体化の上に成立(離僻)してい
たが故に，貿易と布教との分離を前提にした秀吉に始ま

る禁教令,及び家康によるその政策の継承･強化"》(鶏
離磯舗｣勿)に対して益々 対立を深めてゆく｡か
くして，徳川幕府は，禁教を中核としての貿易の統制・

強化策の延長線上に令を発し，遂に1639(寛永16)年，

｢ポルトガル人にキリスト教の厳禁と同国船の来航を禁

止｣(野b,鞭)し,ここに鎖国を完成し,南蛮貿易は終り
をつげる。ここに，南蛮人との交渉は終りをつげ，南蛮

人による西洋文化移入の方途は絶たれる。過去100年に

もわたろうとする南蛮貿易に伴って将来された，砲術・

築城術・神学・医学・天文学・地理学・航海術・印刷術

・蜜法・キリシタン教育事業にまつわる諸事物等,§rを含

む南蛮文化は，ここに，あるいは廃滅し，あるいは潜伏

・偽装を余儀なくされる。

この南蛮貿易にとって代るのが和蘭である。日蘭通交

は，早く1600(慶長５)年，蘭船リーフデ号（DeLiefde）

の幾後漂着に,その端を発する(謡而』｢瀞ﾅi_[；)が，
宗教と分離して貿易を押し進めてきた和蘭は，徳川幕府

の貿易統制策に積極的に組染込まれ，かくて鎖国令によ

り締め出された南蛮貿易の後継者たるの位置を穫得する

訳である。ここに，西洋文化の直接的移入は，日蘭貿易

の関係者達によって担われることとなる。しかしなが

ら，和蘭商人は，西睡の地長崎の一築島に，「囚人の如

く閉篭められて，日本人との懇親共同は禁止せられ，国

土の四境は封鎖せられ監視の下に商事を営むこととな

り｣(需謡随宮f塞繍府)西洋学術移入の途は最も狭
く閉ざされたのである。

西洋学術の意識的移入が最も効果的に，また正しくな

されるには，少くとも，その文化への価値認識及びそれ

への学的志向と，文化吸収の手段としての外国語学力と

の一体化した発達が要件であらねばならない。このよう

に考えるとき，南蛮貿易時代に存在したその一体化した

発遠への可能性は，秀吉に始まる禁教令，それを受けて

1630(寛永7)年｢異端思想の伝播防禦｣(；蝿忍雷請
1鵬評論の為に出された禁書令《‘),ついでそれらの延
長線上に,貿易統制策として果された鎖国令等によって，

その健全なる発達を妨げられることとなった。以後，西

洋文化への価値認識及び学的志向の成長と，西洋文化研

究の手段としての外国語学力の成長とは，別個の道を辿

ることになる。

館８号１９６８

前者を担当したものとして，たとえば，禁教・禁書・

鎖国といった一連の統制・禁止策の下に潜伏・偽装を余

儀なくされつつも「肌消天主教系の諸書の下に」存続し

た｢南蛮学統｣(繍瀞鵬学),及び日蘭交渉にまつわ
る諸人，諸物(6)，また時代背景として成長した医学・本

草学・天文学・地理学など実生活上の必要に答えるもの

という，所謂「実学」への要求などが考えられる(7)。

一方，後者についていえば，鎖国政策による制限の下

に，一般の日木人は，外国語学習の機会を持たなかっ

た。この方而の成長を担当したのが，制度上，語学力珊

進の真正な機会と，また，その義務を有していた「阿蘭

陀通詞」であった(8)。

これら二方向の成長の歴史的に実り豊かな統合を》我

倉は、1771(明和８)年に始まる『解体新書』の訳業に承

ることができよう。ここに南蛮文化以来の西洋文化移入

の歴史は，学的意識及び学習・研究方法において，顕著

な成果を承，以後，新たに獲得した学習・研究方法を伴

った，一つの教育価値としての「洋学」として成形して

ゆくのである(9)。

上来述べてきた理解に基づいて，当面，「阿蘭陀通詞」

の語学学習の実態を把んでおくということは，上述訳業

を機に狸得された語学学習の方法際j鵜柵繍
雷第一』ｐ,236〕に端的に表明されているが加き方法を考えていろ．必ず
しも方法上の進歩をいっているのではない．が，このこと，本稿では触れ

ぬ｡)の洋学教育史上における意味を考える上でも,また，
一般学術史上のよび方として「南蛮学」及び「蘭学」と

いう名称で指示される西洋文化移入の各段階の関連を考

える上でも，その基礎的研究として，、当然になされなけ

ればならないことであると考える。本稿は，かかる意識

の上に立って，1770年代以前ということに，大体の時期

を限って，「阿蘭陀通詞」について，特にその語学学習

の実態をつかんでゑたいというところに，その意図があ

る。

‘従来,阿蘭陀通詞に関する研究は,寓目に触れたところ

で述べて承れば，板沢武雄氏には「日蘭文化交渉におけ

る人的要素」という意識から，「日蘭文化交渉史の基礎

的研究として｣，主として「蘭館日誌等の和蘭側の史料」

を利用しての研究がある側鶏篭)｡渡辺庫輔氏には，
阿蘭陀通詞家一楢林・本木･加福･志筑一について，その

事蹟･履歴についての研究がある鰯;鰹雑騰)。
古賀十二郎氏は，「長崎洋学史」という観点から，当然

とりあげられている(勝常子)｡その他,洋学史研究に
於いて，当然の研究対象であるから，諸多の洋学研究者

によって，夫全の関心においてとりあげられていること

は勿論である。本稲は，諸先学の研究と，現時点までに

兎へ
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｢阿蘭陀通詞」の語学

ふることのできた史料とによる一つの整理・考究の試承
である。

（註）

（１）「蘭学」なる名称の起りは，次にある。「……遂に
解体新書硫訳の業成就したり。そもそも江戸にて

ふわけ

この学の創業して，肺分とI,､ひT1rりしことを新た

に解体と訳名し，且つ社中にて誰いふともなく蘭
につぼんこぐじゆう

学といへる新名を首'1ハし,わが東方闘州，自然と通

称となるに至れり｡｣(撫瀞'脳洲〔卿
(2)1771(明和8)年,千住骨ケ原での脇分倒の)に立

ち会った杉｢{1玄白・前野良沢・Ili川淳庵等は，た
またま持ち合わせたオランダ語解剖書の図の正確
なるに驚き，その翻訳の絶対必要なるを認め，同

志相会して刻苦数年にして，1774(安永３）年，刊
行にまで至る。この間の事情については，上記，

玄白の『蘭学事始』(牒爵L35)に詳しい。
(3)「南蛮」なる言葉は，１５４３年以来，1639年鎖国完

成にいたる間来航したポルトガル，スペイン．イ

タリアのカトリック諸国を指すものとして使用す

る。従って，南蛮人とは，これらの国人，南蛮文
化とは，これらの人たちによって将来された文化

を意味する｡(鮮緋鰯聯雛i1f4P･銑）
(4)「何故に日本はキリスト教を郷圧したか。その卸

由は……主権者である雌臣秀吉及び徳川家康は，

神道又は仏教を奉じ，キリスト教はｎ本の宗教に

反するものと見倣し，キリスト教剛は，キリスト

教の布教を手段として，「1本を価土的に征服する

意図ありと考えた力､らである。釧刷を敢行した館

三代将軍家光は，』ル原の乱はその顕著な例である

と主張し，そうした考えは徳川幕府の歴代の為政

者により継承された｡｣(鯛了J評）
(5)「元来江戸幕府の所謂「禁書」政策は，輸入漢書に

対して施されたものである｡｣(鵬f蒋翻綴
ｐ･50)最初の禁書令たる寛永の禁書令の精神は，
「欧羅巴人利瑠賓等之作参拾弐種之書，並邪宗門

教化之書｣の輸入を禁止するためにあった(製織
鯉輔｡この禁書は,貞享二年の事件騰濡藤
鶏豊職’)以来,厳しくなり(蹄),ついで享
保の吉宗による緩禁密令へとつながる(脈『蝿
&'の)。

このように禁書令は，漢密に対するものであっ

て，洋書に対するものではない。洋書輸入に関し

ては，「印刷した書箱は，医薬，外科，航海に関

するものの外はu本に持ってきてはならぬ｣(織
騨』『撒砿棚の)という輸入制限の命令が，
オランダ人に対して告げられたことはあるが，上

述の禁書令即洋雷輸入の禁止ではなし､のである。
従って，緩禁書令をもって，洋書輸入の禁止がと

かれたとする見解は誤りであるとするのが，今日
の定説である。

また，禁書令の網の目をくぐって入ってきた

「明清天主教系」の書籍による南蛮学統の継承の

学習について（上）６７

事実(鱗諦野)は,注意すべきである。
（６）この中で大きな役削を果したのが蘭館長の江戸参

礼である。これは，通商の御礼の為ということで

始まり，定式化したもので，長崎・江戸往復の途
次，及び江戸滞在中の澗人，特に同行の蘭医など
による，長崎以外の地での西洋文化の直接的移入

という重要な役剖を果した。新井白石,青木昆陽，
野呂元丈，前野良沢，杉、玄白，桂川甫周，中川

淳庵なども，この機会を利川している(耐ﾘﾘﾘ鼎陽F畷
馳嚇鯉瀧'’1ｼ）
この他,「阿蘭陀風説ｆｌ｝｣(醐燃縄r(蝋

幾脚柵綱蝋),輸入洋書(認)･事物,南
蛮・紅毛流医術、阿蘭陀通詞，漂着・潜入・派遣

等による渡来外人等を，未だ十分に検討していな

いけれども，いろいろと考えられる。

(7)この理解の為に,次の概説を添えておく(溌謹
譲謡謡1W畷f繍蝋¥)。

家康から家光に至る徳川政権確立過程において

要求された政策は，所謂武断主義であった。寛永
年間，幕府の基礎の確立は，幕政の文治主義への
転化を必然たらしめた。文治主義は,儒学の振興，

儀礼の尊重となり，封建的支配関係の合理化，粉

飾へ迄発展した。この文治主義の展開は，徳川氏

の下に於ける近''12封建国家の完成を意味する。然

るに,本来近世封建国家の成立は､（その出発た
る自然経済的な要素の強い領国経済に，寄生的に

発達し,かつ対立的'''稲を右する繍洲錨
締り')商品経済の発達に韮つく封建社会の拡大再
編成であったから，政権の確立による太平の将来
は,結局封建制度を否定する方向へと向ける,その

ような傾向を益々助長した。元禄時代における商

品経済の飛躍的発展は,かかる矛盾の発展であり，

ここに封建社会の補強工作の必要が痛感された。
ここに八代将軍となった吉宗は，「権現様被成置

候通り」という建幕の本義に則って，かかる補強

工作を遂行しようとした。この過程の中で，幕政

の財政難を緩和せんが為の，生産増加の奨励とい

ふ封建支配者の必要上から実学が奨励され，関連

して禁書令が緩和され，蘭学が奨励された。

(8)「阿蘭陀通詞」による西洋学術の受容らしきもの

は，勿論早くからあった。例えば，医学における

「西･栗崎･本木･楢林･吉雄」の諸家(濡鋤
ｐ･'３１)。しかしながら，これに対しては,「彼輩職
業ノ事ヲ察スルニ……幼ヨリ彼国人卜接昭スペキ

ノ話説ヲ習熟シ通弁ノ官務ヲ事トスルノ専業ナレ

パ漢学二疎キハ勿論ニテ，尤医事ヲ研究スル等ノ

事二志薄キハ其コトワリナルペシ……唯従来彼医
ハ金創痘湯ノ治術二長ジタルヲ見聞シテ其口授ヲ

得ﾃ自ﾗ其療法ｦ人二施ｼ……｣(緋総脇欝
篭設2勘といった評言もある如く，西洋学術への
学的志向への意識という点で，十分なる成熟を達
成するという役割を，彼等の中から果すことはで

きなかったように思われる。勿論，前者に，部分
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的に参加した存在であったことは事実である。
このような観方に，一応対応するものとして,「洋

学」に対する研究態度という視点から，概略分類
された藤井氏の文を下に引いておく。

「蘭学に対する研究態度から見ると長崎の和蘭
通詞を中心とする所謂語学としての蘭学研究を第
一目的としたるものと，江戸を中心として興った

蘭学の有する西洋諸科学の研究をその直接目的と
したるものとの二つに分け得るであらう。勿論此

の二つの研究態度はかく明白に区別されるもので

はなく，二つは交互にから象合ひつつ発展して来

てゐる。然してその歴史的意義から言へぼ後者の
方が遥かに大であらう。後者の研究態度は更に又
二つに分つことが出来よう。一つは純粋に科学の
追求を主とせんとするものであり，他は西洋諸事
情の研究を主としたものでありその思想的影響を
受けることが多かった。此の場合も勿論具体的に
個々人に就いて見る時は必ずしも確然たる区別は
なし得ないが蘭学全体を見る時はかかる区別を見

逃し得ないであらう｡｣(轍肩農熱W聯后捌
(馬瀧f篭馴蝋掘騨の）

二阿蘭陀通詞の発生についての考察

（一）南蛮貿易時代に成立した基盤

1543(天文12)年における日欧通交の最初の意志疏通を

伺うものとして次の如き記録があるという。

「南浦文集には鶏灘躍雛溌を
隅州之南有一島。名種子。天文突卯。秋八月二十五

日。西村小浦。有一大船。不知自何国来。船客百余

人。其形不類。其語不通。中有一儒生。ﾛ号五峯。西

村主宰織部丞時正者。対五峯。以杖画於沙上云。何国

人。何其形之異也。五峯即書云。此是西南蛮種之賓胡

也｡…(略)…｣(蕊侃臓静需も貰菱）
つまり，漂着葡船に同船した明朝人五峯との，砂上に

杖でもってする筆談が，その方法であった。ついで,｢相

互に言葉が通じないので,坪と分銅を以て言葉に代えた」

(雛丁J[Ｉ背葡)時期を経,追盈ボﾙﾄガﾙ船の来航も盛
んとなるにつれて，相互に片言の言葉を通じ合えるよう

になっていったに違いない。ザビエルに始まるキリスト

教布教活動は,1561(永禄4)年,最初の初等学校鰐驚

総蝦辞響演熟騨職:に騒対を府内に開設し，
1583(天正11)年には，各地に総計約200校を算するに至

ったという。また，1580(天正８)年には，前年来朝の巡

察師ヴァリニアーノ（AlexandroValignano)によって，

有馬にセミナリヨ(Seminario)鰯撫麓了獅鍔
、が開設され,更に翌年安土にセミナリヨ，府内にコレ
ジヨ(大学)鶴駕識縮臼杵にノビシヤド(Novi．

合
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ciad)鵬謹蒸織》織繊繍難鴇撚鵜
が設立された(1)。これら教育機関においては，語学に関

していえば，ポルトガル語・ラテン語さらにローマ字，

また日本語が教授された。さらに，1590(天正18)年帰国

の遣欧少年使節一行とともにもたらされた印刷機によっ

てキリシタン版と称せられる書籍の出版もなされるに至

る②(繍溺)｡この中の現存書籍中には,『羅葡日対訳
辞書』，『日葡辞書』，『ロドリケス編日本大文典』，『ラテ

ン文典』があるという（３）(息鴨･識I偽)｡従って禁教令の
下，肥前に最後の拠点を求めたキリシタン教育機関とも

和侠って，此地において，当然相当の語学力の前進があ

ったろうと推測される。古賀十二郎氏に拠れば，「南蛮

船の長崎に渡り来る頃(4)，長崎の市民たちは，小児の時

より，葡萄牙語を聞き馴れ，特に吉利支丹などの中で，

神学校に入り，学林などで教育を受けた者たちは，皆な

葡萄牙語や羅典語を心得，これらの語に熟達していた者

は，少くなかった。…(略)…南蛮人の中には長崎の市中

に雑居し，日本女性と結婚して，家庭をもつ者少なから

ず，また日本人にして，南蛮の女性を妻とする者さへあ

ったと思はれるから，葡語の普及は，いと容易なことで

あった｡｣億'､嵩史(上)』）
熟達してゐた者云だという点，検討の余地あるとして

も，西洋語普及についての状況は，大いに考えられると

ころである。同様の状況は平戸においても考えられる。

｢慶長十三戊申機:諭年より寛永十八辛己(鵠｡)年迄,
三十三四年の間，阿蘭陀人肥前の内平戸に渡海して，相

対次第商売心次第にいたし,逗留之儀も己が心侭にして，

妻等を持，町屋に自由に俳個し，家居杯は不相応に要害

らしく見ゆる｣剛鯉錨』i;瀞)といった状況から推測
される。従って，「阿蘭陀通詞」発生の基盤としての南

蛮貿易・文化による語学的蓄積は，かなり大きなものが

あったであろうと考えられる。

葡船来航から鎖国に至る約100年の間に補人・西斑人

・伊太利人(以上，南蛮人と称す）・阿蘭陀人(5)・英吉利

人(6)との接触が行われた訳で(6)，頻繁に接触する機会を

得た人々相互間には，夫だの国語の習得があったと思わ

れるが，当時の国際的通用語は，東方通商に於ける勢力

関係上，ポルトガル語であり，我国に於いても共通の通

用語はポルトガル語が一般であったと考えられる。特

に，長崎に於いては，上記の如き状況であったと考えら

れるから，ポルトガル語が中心であったと考えられる。

さらに，キリシタン学校を通じての羅典語の授受も，あ

あ線度行はれたものと考えられる。

一方，時代背景として，戦国乱世から天下統一ついで
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鎖国へと導いた主要権力者たちの対キリスト教，対外貿

易について，特に，キリスト教に関連する人間の処遇問

題を意識しつつ整理してみると，キリスト教に対して甚

だ無関心であり,対寺院政策からその保護奨励策をとり，

これを天下統一策の具として利用した信長にとって，外

国貿易はまだ直接の関心には入らなかった。この間題が

表面化したのは，九州を勢力下に収める過程においてで

あり,信長の跡を継いだ秀吉においてである(猟嬰謹
IHO当)｡天下一統の過程において，九州を勢力下におさ
めた秀吉は，1587(天正15)年，突然に禁教令を発して，

｢禁教と貿易保護の二本建て外交の根本方針｣(餓百蝦
淵)を打ち出し,ついで家康は自己政権の整備.強化
がすすむにつれて，この政策を継承し，1612(慶長17)年，

禁教を打ち出し(僻'),1614(慶長19)年には,高山右
近らキリシタン148人をマニラ・マカオに追放し，次代

を受けた秀忠も,1616(元和２)年には,唐船以外の外国船

の来航地を,長崎平戸に限定した(|雛Ｉ轡I聴哩年表』)。
これには，宗教的な狙として，「キリスト教と関係ある

欧州人と国民との接触の機会をできるだけ制限」し，他

面，政治的には，「諸候とくに西国大名をして，「御領内

にて商売仕らさる様に致｣したもので｣(詩ｳ6回ﾁ誉')あ
った。1624(寛永元)年には，その前年の令に基づいて，

｢長崎に在住していた多数のポルトガル人とスペイン人

やその家族も海外に追放」した。「しかし,ポルトガル船

の貿易は依然として許され，朱印船の渡航もいまだ全面

的に禁止されたわけでなく,宣教師の潜入も跡を絶たな」

(謄絢かつた｡1632(寛永9)年,秀忠没し,家光が
次将軍となり,1636(寛永13)年,先年(黙'9)の令を一そ
う徹底した令が出され，「長崎出生ノ南蛮人種男女」

(撫禰'1F長)｢287人を四隻のポﾙﾄガﾙ船の帰帆に託
してﾏｶｵに追放｣(鞘聯)し,貿易時期に渡来する
ﾏｶｵのポﾙﾄがﾙ商人は,先年(磯,)来長崎の有力者
25人に命じて築造させていた,此年竣工の出島営鮮島に
置くことにした｡(雛鞘蛎!霊『,柵難I矧髄）
また，同じ令に於いて，唐船の入港地も長崎・平戸の二

港に限った。これは，外国船員と日本人との接触の機会

を必要最短期間に限り，また，貿易法と貿易地に対する

幕府の取締まりを一そう強めることを狙ったのである。

1637(寛永14)年には，島原の乱が勃発する。１６３９(寛永

１６)年２月には，「ポルトガル人ばかりでなく，さらに一

般外人の雑婚・居住の禁止についての細則を設けたが，

そのころすでに蘭・英系の在住民とその血統をひいた混

血児,ならびにこれを生んだ母親などの氏名を調査して，

同年の暮れに彼ら30余人をジャカルタに追放した｡」遂

に，同年７月５日，「カレウタ渡海禁止令」が出され,こ

こに鎖国令は整備する（７）(帯も9踏葺)。
以上の如き，禁教・貿易統制策の中で，西洋語学力の

蓄荊,iを担当した多くの人々が，迫害・追放を受けて，日

本から消え去ったであろうことは十分に考えられる。そ

の去り共合，あるいは残り具合について，事態はどのよ

うなものであったかは，未だ詳にしない。しかし，ここ

に残ったと考えられる人々が「阿蘭陀通詞」発生の人的

に，直接的な基盤をなしたと考えられるのである。この

ように承るとき，「阿蘭陀通詞」は，南蛮貿易･文化の遺

児であるといえよう。

（註）

(1)これら教育機関は，禁教令に発する一連の迫害．

追放に際し，転たたる迩命を辿り，うち，疾土の

セミナリヨは，１５８７年有馬のと合併し，更に，

1590年には，転均として有家にあったコレジオと

合併し加津佐へ，1592年には天草へ，1598年には

長崎へと移った。他に，語学コレジオが，大村・

天草にできたりするが，結局これらを含めて，す

べての教育機関が，1614年の宣教師の大追放令に

際して，事実上崩壊してしまったものと認められ

る(綴識雛制;b驚熟321)。
(2)その後，印刷機は，1614年の宣教師の大追放令に

際し，マカオへ斉らされたらしいということであ

る(鮎.i＃ず)。
(3)内容を伺うには，海老沢，同上書，ｐｐ､78-81参

照。

1775年蘭館医として来朝のツンペルグ（Thull‐

berg)は，その『日本紀行」の中で，「苦心して探

索の末漸く葡萄牙の修道僧がカレピンCalepinの

辞書を基として作った古い，泣典，葡萄牙及日本

語の辞粛を見い出すことが出来た。……この本は

一人の老人の通訳が持ってゐたもので，この通訳

はその祖先から受け継いだものである｡｣($僻曹
鰯網欝鋼)と記している｡一本が通詞家に伝
わっていたことが分る。

(4)1570(元亀元)年，葡船一隻，初めて長崎に来る。
翌年，葡船三隻来る。爾来，毎年出入。長崎瓦市

場となる蝿苧鼎)。
(5)日蘭，日英通交の契機は，1600(慶長５)年にある

ということは，前にも触れたが，平戸に商館を置

いたのは，オランダが1609年，イギルスが1613年。

其後，経営不振により，イギリスが撤退するの

が1624年である(識里掛書')。
(6)「其他泰西人はもとより支那人，朝鮮人，其他束

茄塞，東京，遅羅，モール等東洋諸国人もまた来

舶したのであった(職詳濡揺)が,今はこれらに
は言及しない。

(7)1639(寛永16)年７月５日，太田備中守資宗，幕府
の命を帯びて長崎に赴き，出島在住の諭萄人に対
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し，今後，日本へ渡海の儀は一切禁止する旨，並

に在留の葡人は日を期して一人も残らず国外に退

去すべき旨を厳命す。……これに依って出島は空

屋敷となる(蝿苧期。

（二）阿蘭陀通詞役職の発生について

一般に役職としての通小の起源については，「按する

に，通事は往古唐朝より使節来朝のため，玄蕃寮(1)に鴻

ｌＭ館(2)を設けて，訳士若干を置かれたるよし三代実録に

兄ゆ，されども中古以来唐国の航海稀にして，訳士の名

焔たりしか，慶長寛永の際，華夷の商船平戸長崎等に頼

淡す，よてまた大小の訳土を置，力､の国の方言を譜ん

し，規制を講し，法令を達し，国政を伝ふ，惣て是を通

珊:<‘)と称すと先民伝(‘，に記す｣(畷鋪』)とある｡役職そ
のものの起源は古いというべきであろう。然るに徳川時

ホウ

代に存在した諸通事(5)のうち，1603(慶長８)年，１１１６六を

唐通事に任命した倒蝋IIi)(‘)のが,史料に現われる通
小役の妓初であるようである。この唐通珊の成立の事情

についての考察を，『訳可統譜』(7)の「鮫」に伺って承

る。

1571(元亀２)年，長崎開港す。後，大村純忠の寄進

により，長崎耶蘇会領となる。１５８８(天正１６)年，秀

吉，同地を直隷地とす。1592(文:禄元)年，秀吉，朝鮮

征伐の為，唐津にあるとき，来舶散処潜店する明人の

うち，「若シ壮年輩ニソ才略ノ逼マシカル人物ヲ見パ，

悉ク之ヲ崎漠二羅致ソ，閏婦ヲ妻ハセ舘穀ヲ供シ，安

居セシメ置くシ，予将サニ大イニ用ル所アラントス」
シカ

と付託す。よって，「各口岸二往テ，若ﾉﾚ人士ヲ密訪

尋覚シ，得ルー随ヒテ之ヲ崎中二篭絡シ，未ダ年ナラ
ドチ

ズソ，巳二十有数名ノ多二至ﾉﾚ……此輩同償，以文会

友ソ日ヲ消スルニ乗ジ，土著有意ノ士人ヲ求テ之卜親

交サセ，自然二倭語属文ノ道ヲ，閑話雑談中ヨリ勧メ

入レテ，客等が時習日進シ，彼此の要事ヲ互訳通伝シ

得ル様ニト，暗地ノ予備ヲ為シ，以テ不時ノ需ヲ待テ

リ」ところが，１５９８(慶長３）年，秀吉没し，これら

「明客，無用に属」す。

然るに，1600(慶長５)年，「明商ノ海舶始テ長崎二

入り，貿易ヲ開カント論う，奉行寺沢志摩，喜テ之ヲ

接シ，即チ昨年来持剰セル閑坐客ヲ，天予ノ幸トソ通

訳職ヲ委子，貿易進出港関輪税国法諭遵等ノ章程二就

テ，彼此ノ時宜情欺ヲ酌量誇画サセ，以テ此商法ヲ草

創シ，並二諸路ノ明舶ヲ招侠シ，源々之ヲ按弁セシメ

ント期望セリ」

1603(慶長８)年，家康将軍となり，同年，三河以来

関係ある小笠原一庵為宗をもって慨ﾃ普瀞瀞蜜)，

一一一一一一一

｡
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上記寺沢志摩に代え，「一電二，南蛮船及明朝ノ進出
モシ

販運スル情形，市井商民ガ外人卜雑居セル利弊，或ク

パ窓ノ至ルヲ醸サン歎否ノ処ヲ，子細二観察シ，一咽

喉ヲ硫溶ソ，其呑吐スル所ノ食貨ヲ蓄へ以テ内治ノ必

用ヲ充テ，九藩蕊ヲ糾挟ソ，彼ノ鎖闘ヲ試ル鶏犬二傭

へ,而ソ外侮ノ微漸ヲ防グペキヲ以テ方針ト為サシム，
ソノ

是ヲ以テー悲'､，著手ｽﾉﾚ伊始メ，先ツ我ガ官二従テ

通訳スル明客ノ履歴ヲ点検シ，又土著士商ノ月旦ヲ採

テ，其中ノ品評ニ拠り，訳務上能ク内外ノ覗情二練述

シ,廉潔忠亮自ラ励号，恭寛信恵人ヲ待シ,以テ上下ノ

心ヲ安ンズル其人'､妬氏也トノ由ヲ聞キ，即チ薦六二

任ズルニ大通事(8)ヲ以テス……土著当事ノ代官ヨリ，
パテレン

吏員街晋隷役二至ル迄，多ク,､是抜帖連信者ナルヲ以

テ，与モニ謀ルー足ラズ，又民政上当用諸熟シタル吏

役ﾉ､，地力ノ治務二必需要用ノ器械ナルガ故，尋常ノ

教民ト倶二論ジテ之ヲ蔓除ス可ラズ，事両難二渉リ，

束手不弁也幸上りj士ノ互市ヲ司ルアリ，既二当塗ノ

接待ヲ承ケ，従官奉職ソ皆仕籍二登り，且本来闘邪ヲ

旨ト為セル学者ナルヲ以テ，当サニ現場理治ノ用二適

うベシ迎，瀧氏ヲ抜擢……セラレタルナリ(，)」

以上によって考えるに，家康の貿易統制・強化策の重

要な一布石としての，長崎港の行政管理強化の一端とし

て，また，禁教策の考慮の上で唐通事職設置及び薦六の

任川がなされたということができる。

以上,江戸時代における諸通事役設置の噛矢(錫)と
しての唐通事役設置の軸青をゑたわけであるが，本稿の

中心関心たる阿蘭陀通詞役の前身たる南蛮通詞役につい

ては如何であろうか。

いつ，どういう理山で,南蛮通詞役職が成立したのか，

その事情など伝わっていな',､('0)。南蛮通詞役の史料上

の初兄は，１６１６（元和２）年の西吉兵術であるようであ

る。明和８年書上の『阿蘭陀通詞由緒書('')』に，「玄祖

父西吉兵衛生所御当地之者元和二辰年長谷川権六様御在

勤之節南蛮大通詞蒙仰」とある。南蛮通詞役設置の時期

は分らない迄も，役職として存在した可能性は，さきに

みた唐通事役設腫の事情勘考の上，大Ｉ,､に考えられ

る(ｴ2)。

では，この節の南蛮通詞役職の意味はどこにあった

か。古賀十二郎氏は，「それは,主として，吉利支丹宗門

穿盤の上より，また貿易の取締の上より観て，当路者と

南蛮人との交渉に於て，長崎奉行のため，また幕府のた

必に，必要であったからであろうと恩ふ。……単に貿易

上より観て，彼我の間に意思の疏通をはかるため……と

は考え難い｣(:演嵩史(上)』)と考えられた｡二の(一)で
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の語学学習について（上）７１「阿蘭陀通詞」のｉ

触れたように単なる意思の疏通には，わざわざ通詞を要

しなし､だけの基盤ができてし､たと考えられている。おも

うに，この南蛮通詞役も，唐通事同様，禁教・貿易統制

強化政策上の一端を担う一役人として要請された役職で

あったといえよう。

幕府直轄地長崎には，この役人としての南蛮通詞の外

に，その任用以前から存在した南蛮人相手の通商・通弁

専従者がかなりいたであろうことは,大I,､に考えられる。

さらに，この長崎のほかに，亜大な外伽の寄港地（特

に，蘭・英の商館を有する）平戸には，次のような通詞

がし､たであろうと考えられる。つまり，蘭・英商館雇い

の通詞，平戸領主たる松浦氏の家人としての通詞，他に

此地における通商・通弁のことに従事していた人々があ

ったろうと考えられる。

○慶長十四年オランダ束印度会社はその商館を平戸に

吐き，ジャックス・スペックスを商館長となし，その
０ ０ ０ ０

下に助役三人･通訳一名･小使一名を附けた(雛欝
舗ijW,像)。
○1633(寛永10)年の蘭館日誌には，「通詞Fackoso」

「Licmon｣の桁が象えるという(畷柵i､緋)’
○従平戸毎年江戸江年頭之御祝儀,カピタン致参上〈'3)，

色を献上，井御役人に進物上る，松浦壱岐守方より為
ＯＯＯ《_ｊＯｒ》

検使，，馬廻侍一人，歩行之者一人，通詞一人差添候，

瀦脇(醗謝;)(拙）
○阿蘭陀人平戸着船之内，松浦家より’'､!j廻侍一人，徒

歩一人,通詞其外人数相添,前年冬中平戸より出立し，

翌年正月御礼1'1助る,糾鯉淵）
○1620(元和６)年，堺常陳事件('4）に「平戸通詞森助

右術|川｣｣(且縦職綱鯉磯)が｢蛮国文字ノ
書翰数通……和解被二仰付一｣とある《'‘)｡(識舗織
赫託濫う）
しかしながら，これらの通詞たちが「阿蘭陀通詞」と

呼ばれたかどうかは分らない。

1639(寛永16)年の鎖国令に加えて，幕府は「さらに禁

教と鎖国令の補強を図り，口実を設けて，平戸オランダ

商館の破壊を命じて,寛永十八(1641)年６月(騨撫）
には，彼らをかつてポルトガル人のために築いた出島に

移して，その行動を厳しく取り締まり，蹄外に出歩くこ

とを規制し，同港をもってわが国唯一の対外貿易の門戸

とし｣た(薙吏怖獅)"オランダ人達は,1641年６月
24日(淵諾)平戸を出発し,翌25日長崎の築島僧､ﾂ島）
に入り慨雛騨職綱郷),ここに,幕府は対外
貿易を一手に掌握することになったわけである。かくて

また，従来平戸において業に従っていた通詞たちをも，

二一一莞今世．

手中に収めることになる。ここに，後の所謂「阿蘭陀通

詞」の出発点が求められる。つまり，それまで幕府の役

職として存在したと考えられる南蛮通詞と，平戸におけ

る通詞達を吸収統合し，新たにオランダ人を相手の阿剛

陀通詞なる役職が出発したと！‘,ってよかろうと思う('6)。

（註）

（１）「大宝令偲僻認)制治部省被官の一つで,左京
および諸国の寺院・仙尼の名総や供斎のこと，ま

た臨時には外悩使臣接待の事などを挙る役所であ

る。したがって外国使臣の宿館である鴻瞳館は本

衆の僻幡下にあった｡(略)｣(諦総』総謡鋤
(2)７－１１世紀，外国使臣・外国商人に対する接待機

関。

・９世紀のころよりＡｌ'f商人の来航するにより，唐

商人接待用にもあてることになり，遣唐使廃止後

はもっぱら中国商人川描館と化し，外国商人と'1ｒ

民との貿易はもちろん，外国人の検問までここに

おいて行われるようになった。１２世紀に入るとま

ったく廃れてしまった(蕊冒'僻)。
(3)「崎陽随筆に》紅毛に通詞といひ，唐に通事とい

ふ，これ紅毛人に会して言語文字ともに通せす，

よて通詞の文字を用ひ，唐人と会しては言語通川

せされとも筆談通弁す，ゆえに通事の文字を用ふ

るよしみゆ｣((鯉淵)とあるが,必ずしも厳密に
使い分けられたわけではない。他に，｜-訳司」も

使用されている。

(4)『先民伝』に次の如し。

「……中古以来和漢航海梢少訳名幾乎蝋突慶寛之

際華番質舶来入崎港因是復立大訳小訳総目通事此

択其総譜方言識規詞達法令繊悉肌徹彼此情解能伝

国政其功可載者志通訳｣(綴{綱躯驚洲迦）
(5)唐通事や阿蘭陀通詞は勿論，他に，東京通詞，迦

羅通i;M1，モウル通詞などがあった。

(6)金井俊行編『長崎年表』，及び『通航一覧』（巻之

147)には，慶長９甲辰年とす。

（７）頴川君平編，明治30年発行。府通事始之山緒を記
したもの。版，鄭永寧。

（８）『訳司統譜』の「唐通事始之由緒」の項には，１６４０

（寛永17)年に「大通事」という役名が与えられた

旨記されている。

（９）同上の「唐通事始之山締」の項にいう。「慶長八

卯年小笠原一稚様御在勤之節聴六卜申唐人ニ始テ
唐通事役被仰附…(略)…」

('0）大槻修二氏は,『長崎年暦観』(箭聯肩欝繋)に拠
って，秀吉の九州平定(1587〔天正15〕年)，長崎公
領となる(天正16年)，1592(文禄元)年外国事務管
蟻の役人設置，を引川し，このような状況から，

外国関係役人設置の頃，通詞役も定まったのでは

ないかと推測していられる(胤職謂舗上3)。
(11）原本，長崎県立図書館職。幸111成友氏併妙本（幽

応義塾大学図蜜館蔵）に拠る。以後，『明和８年

書上由緒書」と記す。
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（三）当初の『阿蘭陀通詞』達など

ｵﾗﾝダ商館の出島移転当初の通詞達儒に訓職織
り，これら当初の通詞逮は，いわにはどういう人たちがいたであぱ後の通詞諸家の本流をなす。

ろうか。

1641(寛永18)年，平戸から長崎へ阿蘭陀人に附添って

きた通詞として，

間砂長五郎(長吉郎）肝付(月)伯左(四郎左衛門，伯

右衛門，白右衛門）石橋(島)荘助（庄介，庄助，助

右衛門）秀島藤左(藤左衛門）名村八左(八左衛門）

（紬;『繕i繍撫瀞撫謝瀞蝋綻P‘I､謡畿
溌に）

の５名とするものと，

西吉兵衛名村八左衛門志筑孫兵衛横山又兵衛

石橋助左衛門肝付伯左衛ｌ１ｌｊ横山与三右術'１'］高砂

災五郎秀島藤左衛門貞方利右衛|訓ｊ猪股伝兵衛

（綴縄評識大）
の11名とするものとある。

これらのうち「肝付伯左術lilj(1)，名村八左術門(2)，石

橋庄助(3)，秀島藤左衛門」は平戸から附添ってきたこと

が考えられるが，村上直次郎訳『長崎オランダ商館の日

記")』鰐灘認緊蕊予測識:詑隙弊)の'64’
年８月18日(脇雛総)の記事に拠れば,｢秀島藤左衛
ｌｉｌｊ」は通詞たることを許されず，平戸へ帰っている(5)。

また，同じ日の記事に「……少しも用いなかった通詞伯

左，及び作右衛門を通詞として引続き使用することを許

された。但し彼らは皇帝より俸給を受け，会社は今後支

給せぬことになった」とある。「作右衛門」の姓は不詳

(鍋.聯)｡｢少しも用いなかった｣ということを,どう
受け取ってい',､か分らないが，同年８月２４口の条には

「会社の元通詞伯左」とある。いづれにしても，通詞を

幕府の役人として吸収している事実は分る。また,肝付，

名村，石橋の三人は『日記』から，確かに通詞として任

用されていることが分る。

「西吉兵衛(6)」は，前に南蛮通詞として言及したよう

に，移転以前から長崎在住であった筈であり，また通詞

としてこの際任用されたことも，当然考えられる。

「猪股伝兵衛」のことは，『日記』に，1642,9,5以来，

皮々みえるが，古賀氏は，長崎在住の南蛮通詞であった

と考えたいとしていられる‘"(鱗.嘘)。
「志筑孫兵衛(8)」は，南部一件(9)の際，江戸へ送られ

たオランダ人たちの「詞不通により，松浦壱岐守へ被仰

付，平戸より通詞志筑孫兵衛と申者を差越……孫兵衛口

分明通事｣剛糎裂i,『雛)たるをもって,江戸にお
けるオランダ人の為の通詞として江戸に居住せしめられ

７ ２社会学 研 究 科 紀 要
Ｏ

(12）古賀氏は，「大通詞」なる区別があったとは考え
Ｏ ◎

られなし､。また,「通詞」といったか。寧ろ「通事」

といったのではないかと述べていられる(讐聡了
ｐ･43)｡ちな象に『訳司統譜』には唐通事に関
して,「寛永十七辰年……右四人ヲ以大通事卜役名

被仰附此節……此二人ニ始テ小通事被仰附候」と
ある。

(13）この事，後,商館長の江戸参府として定式化され，
長崎以外の地での蘭人との接触による西洋知識移

入のほとんど唯一の機会として，文化史上，大き

な意味を有するに綴§))。
「……蘭人は着船毎に東上せしが,艇長'4年経
・同16年提・並に元和3年蜂には通商免許の御
朱印を賜りしかぱ，其御礼として入船毎に献上品

を携へて参府することとなりたり。……而して参

府の制自然に定まるに伴ひて，之に関する諸種の

慣例も起り，此等も亦皆不変のものとなりしな

り｡｣醗蝋＃h綴誓ﾈ勝）
「オランダ人が東上拝礼を許されたのは，慶長

十四年七月にはじまる。毎年参府するようになっ

たのは，寛永十年(1633)からで，爾後特別の事情

によって中止されたこともあったが，嘉永三年

（1850）まで継続実行された。ただし寛政二年

（1790)からは五年目すなわち四年に一回と定めら

れた｡｣(雷蕊』幣）
（14）1620(元和６)年，マニラ通行の堺の平山常陳の船

に，商人に扮装して潜んでいた宣教師二人が，蘭

・英人により摘発された事件儀典淵『品)。田
辺『長崎実録大成』には，元和三丁巳年｣とある。

('5）『長崎記』(醐菌早淵には,｢……船中を見れば，
伴天連三人あり，其上南蛮書簡等数通有之……髪

に南蛮種子御免の者に，森助右衛門といひし者，

詞も通し文字も読しゆえ，数通を読せしに……」

とある。

（16）当初から，この役職を「阿蘭陀通詞」という名称

で呼んだかどうか知らない。また，使用する言葉

のためよりは，通商・通弁の相手がオランダ人で

あるために，いつか，阿蘭陀通詞と呼ぶようにな

った，あるいは呼ばれるようになったということ

はできないか。ちな承に，阿蘭陀通詞の使用した

外国語は，最初葡語が中心であり，後，術・蘭語

両方ともに重視され，ついで蘭語中心となり，さ

らに幕末へ進むにつれて仏・英・露・独語などの

学習をも要求されるようになる。

ところで『長崎オランダ商館の日記』(誌尉の
1647年１月１６日の記事に，西吉兵衛に関して,「通

詞吉兵衛が……呼出されて，色々尋ねられたが…
００００◎０ｏｃｏＯＯ

…。問……。答,通詞を勤めて五年になるが．…･･」

（鴇著)とある｡吉兵衛は,南蛮通詞として任用
されていたわけであるが,この文章から考えると，

この役職は一たん廃止となり，蘭人の川励移転後，
新たに所謂「阿蘭陀通詞」役が設けられたという
ことになりそうだが，このように考えることは，

どうであろうか。

１
１



－

｢阿蘭陀通詞」の語学学習についてについて（上）７３

ため挨拶に来た。彼らは相当に語学に通じ，ポルトガ

ル人のために奉行所に対する一切の川務を弁じてきた

が，我が船舶到着の際，同じ種類の用を勤めることを

申出たのである。日本人従僕らの言う所によれば，彼

らは外ｌＲＩ人に関する一切の１１:を役所に報告し，ポンジ

るが，後，願出て，長崎における通詞となる。

「↓１１方利右術門」に関しては，沼田氏は「貞方は移転

直後の蘭館日誌……に元通詞として記され｣(騰瀞）
ていると述べていられるが，その後のことは分らない。

「横山与三右衛'''1」は，後の『剛館｜Ｉ誌』にﾘ&われ

るｑＯ)。

「高砂長五郎｣僧1,棚，「横山又兵衛｣のことは分ら
ない。

以上のほかに，『日記』には，通詞として「小兵衛」

(撒器',鏡｡),「伊兵衛《皿)｣(勝雄)という人たちが出
てくるが，姓不詳('2)。

以上のことから，少くとも移転当初，所謂「阿蘭陀皿

詞」として任用されたことのはっきりと分るものは，

肝付伯左衛1111名村八左衛門石橋庄助西占兵衛

猫股伝兵衛志筑孫兵術(雛W脳¥わ）
といった人たちである。

次に，上記の人たちの，少くとも使川しえた語学に関

して，推測の材料を提供しそうな記事を，『日記』に現

われるところで整理して承よう。

肝付伯左衛門：「会社の元通詞伯左｣(職）
名村八左衛門：「彼は……平戸で我らの所に来る前に

ポルトガル人やイスパニア人とも交わったので…

…｣(甥2）
秀島藤左衛門：「ポルトガル語に熟達し，オランダ語

も相当にできる通詞藤左衛門｣(製§),「オランダ
語に堪能な藤左衛門｣(淵),｢かなりｵﾗﾝダ語
を話す有能な通詞藤左衛門｣(腿'）

作右衛門：「少し蘭語の分る通詞作右衛門｣(+識）
志筑孫兵衛：「オランダ語に精通した孫兵術｣(磯）
伊兵術：「……伊兵衛殿が多年オランダ人と交わり，

話もできるので,……｣(綴'）
西吉兵衛，石橋庄助，猪股伝兵衛，小兵術について

は材料がない。ただし，吉兵衛は従来の経歴上，ポル

トガル語には堪能であったと考えられる。

以上，移転当初の通詞たち，及び彼らが少くとも使用

しえた語学('3)についての整理を試承たが，いづれにし

ても，このような状況から,所謂「阿蘭陀通詞」家が世襲

職として成立してくるわけであり，またその制度・職階

も確立してくるわけである。これらが，以後，ケンプェ

ルの所謂｢正格の通詞｣(需荊瀧議〕,守篭『)とし
て，文化史的関心からは，語学方面での主役となるわけ

であるが，彼らが幕府から要求された職務については，

おおよそ次の記事によって伺うことができる。

「午後，皇帝或は国の通詞三人が会社に使用される

_一

ヨイ（奉行所並に諸番所から派遮される役人……）と

共にジャンク船の検視をなし，またキリスト教の装飾

品について見聞した事を隠さず，報告することを誓約

した由である｡｣(Ｉ側'286)(剰嘱ｲ）
ところで，上記の所謂「阿蘭陀通詞」のほかに，幕府

雇いの通詞はいなかったであろうか。この疑問は，鎖国

完成以前に，幕府雇いの通詞の役を果した者として，早

く1626(寛永３)年，キリシタン宗門の穿盤にあたる事に

なった棄教葡人DiegodaCosta，1633(寛永,0)年棄教

して宗門'１明しとなったChristovaoFerreira（Ｈ本名

沢野忠庵雄は〔(謙ｆ鵠i餓普;)〕が指摘されている(織
畿4)ことに基づく。幕府がｷﾘｼﾀﾝ宗門徒検索のた
め宗門改役を置き，大日付井上筑後守政亜を，初めてそ

の役に任じたのが'1640(寛永17)年である(謡蝿牟)6習
:溌皐ぜ)G淵響淵。検索のためには，特に例えば，
潜入・漂着西洋人の取調べが必要な場合には，どうして

も通詞が必要である。従って，この必要から，この方面

の通詞役設置ということも考えられるが，このこと，よ

く分らない。南部一件後,伊兵衛･孫兵衛が一年交代で，

江戸詰通訳を命令されたこと(盟認.25)など,そのはし
りとは考えられないであろうか。し､づれにしても，『日

記』に江戸参礼中のオランダ人のもとへ，「筑後殿の通

詞」としてポルトガル語に通じた通詞が現われ，その名

として’１６５１，１，６の村上氏による註に，「ギンエモ

ン｣，また'653’’’’６の記事に「新右衛門｣，，６５４，２，

２８の記事に「儀右衛門｣，１６５４，３，，の記事に「助左衛

門」とあり，更に板沢氏に拠れば’１６８３，３，１４に「皇

帝の通詞Ｇｉｍｐｏ(西玄甫)来訪｣，１６８４，４，３にも，玄

甫来訪とあるという(IiI淵警濡)｡西玄甫(瀞溌)は，
｢延宝元(鵜別)年江戸に召出されて宗門改の通詞目付
役と外科を兼ねて幕府に仕え｣たという個鴇)。もし
「宗門改の通詞」なる役職が確立していたとすれば，江

戸においても常時，一人あるいは何人かの，ポルトガル

語ある'‘,はオランダ語に通じた人がし､たことになるが。

さて，また長崎には，蘭館の出島移転以前に，対外貿

易における通商．通弁の仕事に従事した多数の人たちが

いたであろうことは，当然考えられるし，また事実そう

であった｡移転直後の｢日記』(鼎')に,｢通詞約八十人
がポルトガル人時代と同様，使用方を奉行平右衛門殿に
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願出たことを聞いた」とある。これが，後にいう「阿蘭

陀内通詞｣,またｹﾝプｪﾙの所謂｢従格の通詞｣(満
繍9)を形成することになる｡そしてまた，後にこの
｢従格の通詞」から「正格の通詞」へと昇進する者も出，

いわばこれは，「正格の通詞」を支える予備的通詞の層

としての位置を受持つことにもなる。江戸時代における

対西洋貿易･交渉に関与した通詞としての「阿蘭陀通詞」

という名称は，上記「正格の通詞」と「従格の通詞」と

の両方を含めた呼び名である。（未完）

（註）

(1)（『日記』は，翻訳されている上述期仙の分だけし

か利用できなかったことを断っておく｡）

『日記』には，１６４１，８，１８以来，名が染える。
『明和８年書上由緒書』に，「阿蘭陀人平戸β御

当地江引越被仰付候節附添罷越直二大通詞被仰

付」とある。後，吉雄と改姓。

(2)『１１記』には，１６４１，６，２９以来，度を名が象える
が，１６５４，３，２２の記事に「彼は……平戸で我ら

の所に来る前に……」とある。

『明和８年書上由緒書』に，「阿蘭陀人平戸β御
当地江引越候二付被相添罷越当地二而通詞役相勤

候処」とある。

(3)『日記』には，１６４３，１２，２１以来承える。平戸か
ら附添ってきたと考えるのは，『明和８年書上由

緒書』の「曾祖父石橋助左衛門生所平戸慶長年中
β阿蘭陀船平戸江渡海被仰付数年於彼地通詞役相

勤寛永十七辰年七月阿蘭陀人長崎江引越候節附添
被仰付御当地江罷越申候｣に拠る。庄助,改名して

助左衛門G鑑{:8)。
(4)「蘭館日誌は代念のオランダ商館長のロ誌で，上

司に対する報告識の性質と，後任の商館長に対す
る引継ぎおよび参考密類たる性質を帯びているも

ので，……１６３１年より1860年までのうち，欠け

ているところは'3年分位……｡｣(蕊難餅賜幣勘
(5)『日記』の1643,9,10の記事に,南部一件G誤

謬篭襲溌騒騨識瑠蝋飴f)に際し｢前
に会社の通詞であったオランダ語に堪能な藤左衛
門が平戸から直ちに江戸に行くことを命ぜられ

た」とある。その後，１６４５，４，６の記事に，理由

は分らぬが，「通詞藤左衛門が切腹」したことが
糸えている。

(6)『日記』には，１６４３，１２，２１以来度々 ふえる。
『明和８年書上由緒書』に，「玄祖父西吉兵衛生

所御当地之者元和二辰年……南蛮大通詞蒙仰南蛮
人町宿御停止被仰付寛永十三年子年右於出島南蛮
人売買仕候同十年卯年日本渡海被遊御停止候同十
七辰年七月平戸‘阿蘭陀人御当地江御移被遊……
直二阿蘭陀大通詞役被仰付」とある。

(7)

(8)

（９）

(１０）

(11）

(12）

(13）

ちな承に,｢猫股家系｣(誌催,r灘瀞鋤に，
「猪股伝兵衛肥前長崎に住居通詞相勤候由実名不

相知候右以前事実相知不申候」とある。移転当初

の事実は分らない。

『日記』には，１６４４，５，７以来度公染える。

『明和８年書上由緒書』に「元祖志筑孫兵衛生

所平戸寛永二十未年奥州南部江阿蘭陀船漂着仕阿

蘭陀人拾三人端船二乗組陸江揚り申候……捕憧江

戸被召寄候得共通詞無御座候而兎角之様子相知不

申候付平戸松浦肥前守様江通詞之儀被仰越候依之

平戸中阿蘭陀詞通弁能存知候者御吟味之上右孫兵

衛江戸江被差越候旨被仰渡早速平戸出船仕……江

府江参着仕候……阿蘭陀人通弁首尾能相勤……御

上側為御褒美御切米三百俵井拾人扶持被下置之須

田町二御屋舗拝領被仰付江戸江被召慨候由被仰渡

……数年来右の通拝領仕江戸二相勤居申候其後孫

兵衛井上筑後守搬御頼申上候て若江戸通詞御用無

御座候は長崎表通詞役被仰付被下候は妻子等平戸

より引越申度奉願候処へ頼之通被仰付長崎御奉行

馬場三郎左衛門様江御状御添被差越通詞役相勤申

候処寛文十戎年病死仕候」とある。

(5)，（８）を参照せよ。

板沢武雄『日蘭文化交渉の研究』ｐ、１６９以下。
『日記』１６４４，５，２５の記事に「平戸の人で江戸で

南部のオランダ人十名の通訳を勤めた孫兵衛殿

が，伊兵衛殿を後に残して江戸から到着し，次の

報告をした。最商官遥から二名のうち一名は江戸

に留まり，一名は長崎で通訳を努め，毎年交代す

ること，これは今後オランダ船が日本の北部その

他江戸附近に到若することがあった際に，平戸か

ら江戸に着くまでの長い期間を空費することを避

けるためである」とある。同年，６，１，及び１０，

２２にも現われる。其後のことは分らない。
なお，移転に際して，従来平戸の蘭館で働いてい

たロ本人たちも附添い,長崎へ来たわけであるが，

幕府の政策の然らしむる所，解雇を命ぜられ平戸

へ帰ることになる。この事，『日記』に象える。
１６４１，８１３「正午頃，奉行所から，手放され

る日本人使用人は，昔の命令に従い暇を出すよう

通達があった。それで長崎にいる二十一人中の十

三人を解雇し，通詞二人，書役一人，料理人二人，
部屋召使三人の承を留めた｡」

同年，８，２６「朝，これまで会社で使っていた日
本人従僕が皆平戸向け出発した。我らは少数のオ

ランダ人従僕と不慣な通詞で間に合わせねばなら
ぬ。」

『日記』の性格上，ここに集めた材料は，特に，オ
ランダ語の出来具合という関心から記されている

ようであるので，ポルトガル語その他の出来具合
について，誰がどのくらいということはほとんど

知ることができないが、当時の状況は．前にも触

れたごとく，ポルトガル語が第一外国語であった
ことは，あらためていう迄もない。


